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知的財産（知財）とは？
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・人間の創造的活動により生み出されるもの

・事業活動に有用な技術上又は営業上の情報

（知的財産基本法）

→目に見えない「財産」



知的財産の具体例
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出典：日本弁理士会「ヒット商品はこうして生まれた」
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知的財産の役割

・アイデア： 課題を解決するための技術

・デザイン： 訴求力を持つ外観

・ブランド： イメージづくり、信用力の向上

・営業秘密： 製造ノウハウ、顧客リスト等

→ 事業と結びつくことで価値が生じる
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権利化の必要性

＜知的財産の特徴＞

・模倣が容易

・多数の人が同時に利用可能

＜権利化のメリット＞

・ 他社の模倣を防止 → 売る力を維持

・ 自社固有の知的財産を顕在化

→ 取引先、顧客へのアピール
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主な知的財産権

・技術的アイデア： 特許権

・デザイン： 意匠権

・ブランド： 商標権

→ 特許庁に出願して審査・登録を受ける必要

・著作権、営業秘密

→ 一定の要件を満たせば自動的に保護



7

商標

商品・サービスのブランドイメージを伝える媒介

※特許庁「事例から学ぶ商標活用ガイド」
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商標登録の主な要件

・自他商品（サービス）の識別力

普通名称、記述的商標（商品等の特性表示）

は不可 例：「はちみつレモン」

・出所混同や品質誤認が生じない

他人の登録商標と類似する商標、

需要者が商品等を誤認する商標は登録不可
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商標権の活用事例

出典：特許庁「事例から学ぶ商標活用ガイド」

Da Reyaシリーズ

https://blog.livwel.co.jp/kakudaisuisen/



需要者が混同するおそれがある範囲を保護

10

商標権の効力

同一（商標、商品・サービス）

類似（商標、商品・サービス）

他人の使用、
商標登録を排除

例：「JPO」（自動車）

「JPO」（自動車）

「JP」（自動車） 「JPO」（飲食物の提供）
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意匠

※特許庁資料

物品・建築物の形態、画像（機器の操作・表示）
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建築物意匠の登録例

・意匠登録第1671773号「商業用建築物」

ユニクロ PARK 横浜ベイサイド店
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画像意匠の登録例

・意匠登録第1698162号 ・意匠登録第1679390号

https://weekly.ascii.jp/elem/000/003/292/3292755/img.html
https://weekly.ascii.jp/elem/000/003/292/3292761/img.html
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内装意匠の登録例 （統一的な美観）

・意匠登録第1671153号「回転寿司店の内装」

くら寿司浅草ROX店

https://www.sign.or.jp/about_sda/business/sda-award/2020-2



需要者の美観が共通する範囲を保護
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意匠権の効力

同一（物品、形態）

例：ヘルスメータ

類似（物品、形態）
ヘルスメータ

ヘルスメータ電子機器用ケース

他人の使用、
意匠登録を排除
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意匠と商標の活用

意匠権：出願から最長２５年
商標権：１０年ごとに何度でも更新可能

・商標登録第5384525号 ・商標登録第5272518号



特許
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課題に対する新たな解決手段（発明）を保護

課題や着想が一般的： 解決手段のハードル高い
→ 特許性（進歩性）が認められにくい

課題や着想が斬新 ： 解決手段のハードル低い
→ 特許性（進歩性）が認められやすい
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特許の具体例

※特許庁資料
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特許権の効力

特許発明の技術的範囲を保護

「特許公報」（注：「公開特許公報」とは異なる）の

【特許請求の範囲】の欄に記載された構成要件を、

対象製品が全て備えるか否か？
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特許請求の範囲：

ａ．座部と、

ｂ．座部の縁部から起立する背もたれと

ｃ．を備える椅子。

＜権利が及ぶのは？＞



知財ミックス
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・特許第5865574号 ・意匠登録第1329767号

異なる権利による多面的な保護
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知的財産活動のメリット

※特許庁資料
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知的財産の調査

出願・使用する前に調査

検索サイト「J-PlatPat」
での商標調査画面



特許調査の活用例
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https://www.inpit.go.jp/content/100872508.pdf



出願から登録までの流れ
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出願

実体審査

拒絶理由通知

補正書・意見書

拒絶査定

×

×

登録査定

○

○

黒枠：出願人
赤枠：審査官

登録料納付により権利発生 不服審判の請求可

特許の場合は出願から3年以内に
審査請求が必要

（特許、意匠、商標）
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中小企業向けの支援策

※特許庁資料
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ご清聴ありがとうございました
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